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令和７(2025)年度地域医療連携推進評議会の開催結果

１ 日 時 令和７(2025)年６月２３日(月) 13:00～13:50

２ 出席構成員 ８名（うち、ＷＥＢによる参加１名）

３ 結 果

(1) 資料１(略)及び資料２(略)により、令和６(2024)年度の業務の実施状況等及び
日光ヘルスケアネット医療機能分担・業務連携計画の令和６年度の進捗状況に係
る評価案について説明したところ、異議なく了承された。

(2) 議事に係る意見交換において、別紙のとおり意見や質疑が出された。
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質疑等に対する回答意見又は質疑の概要

○地域フォーミュラリ中間報告書は、ワーキンググループにおいて、
地域フォーミュラリのメリット、デメリット、薬剤使用状況追加調査
の必要性、医師会・薬剤師会等を含めた今後の進め方の3点について、
中間で検討結果を取り纏めたものです。

報告書では、地域フォーミュラリは、人口減医よる医療需要の減少、
広域等の地域性を踏まえるとメリットが多く、また薬剤使用状況の追
加調査結果からは当地域で実現の可能性が高いと評価できると結論付
けました。また、今後の方向性については、法人内の保健医療対策会
議（理事会）において、実施の是非や、医師会、診療所医師、薬剤師
会、調剤薬局の関係者の合意が重要であるため、協議の進め方等につ
いて、保健医療対策会議（理事会）において協議が必要としました。

このため、7年度は、保健医療対策会議（理事会）において、中間
報告書をベースに今後の方向性を協議する予定としています。

【事業について】
○地域フォーミュラリの検討状況

地域フォーミュラリについては、昨年度、地域フォー

ミュラリ中間報告書が取り纏められたということだが、そ

の内容について聞きたい。

また、7年度はどのように考えているのか聞きたい。

○研修会は、製薬会社との共催により開催していますが、最初に事務
局からテーマを提示し、協力が得られるところを募り、計画的に実施
しています。ただし、最近は、製薬会社の予算制約等があり、協力を
得ることが難しく。年度初めの計画では数が少ないですが、途中から
追加で開催する場合もあります。概ね、年６回程度の実施となります。

○研修会の開催計画について
専門研修会（講演会）の開催については、１月に1回や

２月に１回などの年間目標があり、これをもって最終的な
評価としているのか。また開催に計画性があるのか。
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質疑等に対する回答意見又は質疑の概要

○研修会は、当法人と製薬会社との共催を基本とし、上都賀郡
市医師会との共催についてもお声掛けをするようにしています。
これは、参加法人だけでなく、広く地域の診療所の医師にも研
修会に参加（会場又はＷＥＢ）頂くようにするものです。
ご指摘の対象を広くした研修会の開催については、皆様から

このようなテーマでということがあればご提案いただきたい。

○研修会の開催対象について

上都賀郡市医師会でも研修会を開催しており、法人の研修会

とテーマが重複する場合がある。日光ヘルスケアネットが関わ

る地域や薬剤師など、関係する者を対象に広く研修会を開催を

してはどうか。

○一般的な入退院調整は、病院の地域連携室などで、地域医療
との連携調整が円滑に行われていると思います。
ここでの調整は、経済的な要因から転院先が見つからない、

独居高齢者や家族との連絡が取れないなどの調整が困難なケー
スについて、ヘルスケアネット事務局や地域包括支援センター
などが関わって調整する場として、参加医療機関の間で合意し
ています。なお、これまで、対応を要する困難なケースがな
かったことから、実績が「０」となっています。
質疑の事例は、個々の状態にもよりますが、連絡があれば、

参加法人が関係する医療機関や介護施設の関係者による打合せ
の場を設けます。入退院調整とは、法人事務局が調整するので
はなく、参加法人の医療機関や包括支援センターを含めて、調
整する場、話し合いの場を設けるという意味です。

【総合評価・評価指標】

○入退院調整について

ヘルスケアネットを通じた入退院調整とは、具体的に事務局

に問い合わせれば、入院可能な病院を探してもらえるというこ

とか。

例えば、手術の適用が無くとも、家での生活が困難な患者に

ついて、病院の地域連携室に相談しても他を探してくれと言わ

れるケースがあるが、こういう場合にはここに連絡すれば、入

院先などを探してくれるのか。

別紙 意見交換の概要

4

質疑等に対する回答意見又は質疑の概要

○総合評価は、評価指標による定量評価に、数値化が困難な取
組状況を勘案した評価となります。ご指摘の3項目のサブテーマ
は、その進捗度について、検討の熟度を評価の視点としたもの
であり、単に会議回数等の数値で評価することは、適当でない
と考えます。このため、数値化困難な取組として、特記事項に
成果・実績を記載し、これを総合評価こおいて勘案しています。

サブテーマは、医療機能分担・業務連携計画に掲げた5施策の
方向性を達成するための今後の取組として計画に位置付けたも
ので、計画の進捗状況の確認・評価のベースとなるものです。

ご指摘の評価指標の設定のないサブテーマについては、特記
事項に記載する内容が、それらの取組の評価とご理解ください。

○評価指標の設定について

施策3では、4項目のサブテーマ中、3項目で評価指標を設定し

ておらず、特記事項を含めて、総合評価Ａとしている。これら

は、例えば検討会を何回開催したなど、評価指標を設定すべき

ではないか。

評価指標が設定できないものは、サブテーマの設定の仕方に

問題があるのではないか。また、評価指標が設定できないもの

は、表に記載する必要がないのではないか。

○日光ヘルスケアネット内において、足尾双愛病院の運営法人
の双愛会からは職種別職員情報を、他の参加法人（医療機関）
からは、職員採用意向の情報交換を行う事で、足尾双愛病院の
職員の転職等を支援しています。

現在、足尾双愛病院や関連介護施設には、入院・入所者がお
られることから必要な人員は確保されています。また、令和9年
3月末の全事業廃止に向け、更に調整すると伺っています。

【その他】
○足尾双愛病院閉鎖に係る職員状況

足尾双愛病院の閉鎖にあたり、職員の再就職や今後の職員体
制はどのようになっていくのか。

○市民に対する普及啓発等
地域の特性等を考えると地域の方々にも医療の現状を理解し

て頂くことは大切であると考えます。取組については色々と工
夫されるといいと感じます。

別紙 意見交換の概要


